
● 市町村別観光入込客数　(単位：千人) ● 国・地域別訪日外国人宿泊客数　(単位：人)

● 渡島管内　日帰り・宿泊客別入込客数推移(年度別) ● 季節別観光入込客数(令和３年度)

● 外国人宿泊客数 国・地域別構成比

Ｒ３年度 Ｒ２年度 前年比 構成比

310 716 43.3% 20.1%

ドイツ 65 51 127.5%

17.2%

8.8%

110 67.3% 4.8%

115 63.5%

函 館 市 3,462.3 3,102.8 111.6% 44.7% 中国

市 町 村 名 Ｒ３年度 Ｒ２年度 前年比 構成比 国 名 等

松 前 町 186.9 136.3 137.1% 2.4% ベトナム 135 134 100.7%

北 斗 市 516.9 428.5 120.6% 6.7% アメリカ 265 244 108.6%

福 島 町 59.6 63.6 93.7% 0.8% 6.1%

43

4.7%木 古 内 町 505.0 434.6 116.2% 6.5%

フィリピン 94 96 97.9%

七 飯 町 1,405.0 1,198.2 117.3% 18.2%

韓国 73

117.5% 1.3% 台湾 74

462

4.2%

知 内 町 104.1 88.6

52.1%

2.4%

森 町 642.7 543.0 118.4% 8.3% インド 27 35 77.1% 1.8%

鹿 部 町 424.7 424.3 100.1% 5.5% タイ 37

887

86.0%

合 計 7,739.3 6,880.4 112.5% 100.0%

30.0%

長 万 部 町 125.6 149.4 84.1% 1.6% 合 計 1,542 2,431 63.4% 100.0%

八 雲 町 306.5 311.1 98.5% 4.0% その他

中国

20.1%
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ベトナム

8.8%
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4.8%

韓国

4.7%
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タイ

2.4%

インド

1.8%

その他

30.0%

■渡島の産業
観光

（北海道新幹線 Ｈ５系）

※ 道内シェアは全道の延入込客数における渡島管内の延入込客数の割合

渡島地域には、全国的に有名な函館、大沼、松前といった観光スポットが

あり、北海道の中でも他地域と異なる気候風土や歴史文化を有しています。

また、新幹線で１時間で結ばれる青森県と連携して広域観光の推進に取り

組んでおり、本州に最も近い立地を活かした誘客促進に向けて、交流人口の

拡大、地域間交流の促進を図っています。

令和３年度の観光入込客数は、約774万人で、対前年度比112.5%となりま

した。宿泊費助成事業や複数回のコロナワクチン接種がすすんだこと等によ

り、前年度から増加しています。

訪日外国人宿泊客数については、約1千5百人と、対前年度比63.4％となり

ました。新型コロナウイルス感染症の影響により令和２年度から引き続き国

際便が休止したため、また、新型コロナウイルスの変異株による感染者数の

増減の影響を繰り返し受けたため、年間を通じて低水準となっています。

2101.1
2452.4

2071.9

1113.9

(27.1%) (31.7%) (26.8%) (14.4%)

0

1,000

2,000

3,000

4,000

4-6月 7-9月 10-12月 1-3月

10,520

6,4606,0976,3556,1416,4847,0347,4087,409
8,658

7,7178,131 8504

5,072
5837

3,276
3,1513,1843,057

3,309
3,3713,4063,511

4,012

3,997
3,906 3510

1,808

1902

9,736
9,248

9,539
9,198

9,793
10,40410,619

10,919 

12,670 

11,714 12,037 12014

6,880 

7739

7.3%
7.1%

7.4% 7.5% 7.7%
7.9% 8.0%

7.8%

9.0%

8.0%
8.3% 8.3% 8.5%

9.1%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

8.0%

9.0%

10.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

日帰り客 宿泊客 道内シェア

(令和３年度)

※()内は構成比

(千人)

(千人)

9


